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１．研究目的 
墓室に壁画を描く行為は中国で前漢以後に発展し、後漢末には東北の遼東地方、東晋代になる
と高句麗へも波及した。高句麗において壁画が描かれたのは、現在の中国吉林省集安市一帯、及
び朝鮮民主主義人民共和国平壌市周辺一帯の二地域であり、両地域の古墳は石室形態、天井構造
とも共通し、描かれた壁画の画題も、人物風俗図から人物風俗・四神図、さらに四神図へと軌を
一にして変遷を遂げたことが明らかとなっている。 
しかし、壁画に描かれた人物風俗には両者の間に大きな違いが存在する。そのもっとも大きな
相違は、中心となる墓主像の衣冠である。衣冠の相違は、身分秩序や職掌、さらには民族的出自
の相違など、いくつかの要素が可視化されていると推察される。中国古代の衣冠制度に関しては
孫機らの研究（『中国古輿服論叢』2011 年ほか）があり、漢代から南北朝時代における実態が明
らかにされている。高句麗の衣冠についても権五栄らの考察（「中国遺物と壁画を通してみた高句
麗の冠」『考古資料からみた高句麗人の暮らしと文化』2006 年ほか）があり、研究の蓄積がなさ
れている。ただし、集安周辺、平壌周辺の二地域における衣冠の相違について比較検討した研究
事例は、管見ではあまり多くない。 
これまで研究代表者は日本列島における人物埴輪の研究に取り組んできた。その過程で、埴輪
の人物群像と高句麗古墳壁画の人物群像の配置構造に共通点があることに着目し、現在両者の比
較研究を進めている（「高句麗古墳壁画から人物埴輪へ」『森浩一先生に学ぶ』2015 年）。埴輪と
高句麗壁画においても衣冠の相違が認められ、衣冠の比較研究にあたっては実物資料が有機遺物
として残存することが稀であるため、絵画や造形資料がきわめて有効な資料となる。人物風俗の
実態が明らかになれば、これまで文献資料や他の考古遺物によって論じられてきた中国、朝鮮半
島、及び日本列島をめぐる諸問題について、これまでとは異なる新たな視点から論じることも可
能となろう。 
そこで本研究では、高句麗古墳壁画に描かれた人物像を対象として彼らが身にまとう衣冠の比
較分析をおこない、高句麗社会の特質を考察するとともに、あわせて隣接する中国や日本列島と
の関係について検討することを目的とした。 
 
２．研究方法 
高句麗古墳壁画に関する調査研究は、大正・昭和の戦前期に日本人研究者が中心となって進め
た調査研究と、戦後に中国、朝鮮民主主義人民共和国、及び大韓民国においておこなわれた調査
研究の蓄積がある。ただし近年の現状調査によれば、発見から 80年あまりが経過して剥落などの
劣化が進行している事例報告がなされており、中国、及び朝鮮民主主義人民共和国において一般
公開されている古墳壁画はほとんどない状況にある。このため本研究を進めるにあたっては、過
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去の調査資料の再検討からはじめることとした。調査報告書と図鑑資料から図像を収集するとと
もに、日本国内、及び大韓民国で出土した衣冠に関連する考古遺物について調査を実施し、衣冠
の比較検討を進めることとした。具体的には次の手順によった。 
（１）人物画像のデータベース化 
『通溝』、『朝鮮古蹟図譜』、『朝鮮考古資料集成』『朝鮮遺跡遺物図鑑』など、戦前から戦後の調
査報告書と図鑑類から、衣冠の確認しうる人物画像を収集してデジタル化をおこなった。図書資
料、スキャナ、データベースソフトを購入するとともに、大学院生 1 名を補助として雇用して図
像のデジタル化作業にあたった。 
（２）韓国資料調査 
高句麗古墳壁画、及び朝鮮半島三国時代の衣冠に関する考古資料調査のため、国立中央博物館、
東亜歴史財団をはじめとする韓国内の博物館、研究機関を訪問し、資料調査をおこなった。あわ
せて、韓国国内で刊行されている高句麗古墳壁画に関する文献、写真資料の収集に努めた。 
（３）収集資料の比較分析と論文執筆 
収集した資料をもとに、冠、衣服の類型化をはかるとともに、中国や日本列島における人物の
衣冠との比較検討を進めた。その成果の一部として、高句麗古墳壁画の人物像の衣冠に関する論
文執筆をおこなった。 
 
３．研究成果と公表 
（１）得られた成果 
 ①画像データベースの作成 
 高句麗古墳壁画に関する図書購入と並行して、平成 27年５～６月、10月～１月まで壁画画像
のデジタル化を実施した。合計 39古墳（集安地域 10古墳、平壌周辺地域 29古墳）の人物画
像をデジタル化し、作成ファイルは延べ数にして 1157点である。本作業により古墳ごとの衣冠
調査の基礎資料の集成をはかった。 
②韓国資料調査 
10月 28日から 11月２日までの期間、大韓民国内での資料調査を実施した。現地調査の詳細
は以下の通り。 
10月 28日（水）：羽田空港から金浦空港へ移動。 
10月 29日（木）：ソウル市内の教保文庫、東北亜歴史財団において高句麗古墳壁画、及び朝
鮮半島の三国時代の服飾に関する文献資料を調査。『古墳壁画から見た高句麗の話』、『我が国衣
服の伝統様式』、『袴の文化史』等の韓国図書購入のほか、関連文献の複写をおこなった。 
 10月 30日（金）：国立中央博物館において高句麗古墳壁画、及び朝鮮半島の三国時代の衣冠
に関する考古資料を調査。国立中央博物館では常設展示の考古学コーナーの展示替えにより、
高句麗古墳壁画の模写とともに、公州水村里古墳、瑞山富長里５号墳、羅州伏岩里古墳から出
土した百済時代の冠、履などの衣冠資料が多数出品されており、これらの壁画と衣冠に関する
資料を中心に実見して記録をとった。また同館併設の図書館において関連文献を閲覧し、衣冠
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の出土状況等について調査した。 
 10月 31日（土）：ソウル市からＫＴＸ（韓国高速鉄道）で慶州市に移動し、国立慶州博物館
において朝鮮三国時代の新羅時代の衣冠について調査をおこなった。金冠塚、皇南大塚、天馬
塚ほかの古墳出土の冠、装身具など、新羅時代の衣冠資料の実見を中心におこなうとともに、
開催中であった特別展「新羅の黄金文化と仏教美術」についても見学し、あわせて『新羅の黄
金文化と仏教美術』、『天馬塚出土天馬紋障泥』等の図書を購入した。 
 11月１日（日）：慶州市内の新羅時代の皇南洞古墳群を見学し、現状の写真撮影を実施。本学
名誉教授であった斎藤忠先生が第二次大戦前に調査された皇南洞 109 号墳の現状も見学し、古
墳の現状を写真撮影した。調査後、慶州市から釜山市へ移動。 
 11 月２日（月）：釜山市宝水洞古書店街において『高句麗古墳壁画研究旅行』を購入。午後、
金海空港から成田空港へ帰国し、調査を終了した。 
 ③収集資料の比較分析と論文執筆 
 画像のデジタル化、韓国での資料調査をもとに、高句麗古墳壁画の人物像の衣冠の比較分析
を進めた。なお追加資料の収集のため、奈良文化財研究所ほか国内の研究機関においても補足
調査をおこなった。以上の研究成果の一部は、『埴輪を知ると古代日本人が見えてくる』（洋泉
社新書 2015年）、及び「墓葬美術における風俗変換」（『小此木輝之先生古稀記念論文集』（仮題）
2016刊行予定）を執筆し、公表をおこなった。 
（２）国内外における位置づけとインパクト 
比較検討は途上にあり、今後さらに研究を深める必要があるが、これまでの成果をまとめて
おく。 
集安一帯と平壌周辺一帯の人物像の衣冠は墓主、従者ともに顕著な差異が認められ、平壌周
辺では墓主像は黒色の平上幘に武冠をかぶり、赤色の袍を着て、牀に正坐するスタイルをとる。
これに対し集安では白色の方形の冠をかぶり、上下に分かれた短衣と袴を着て、腰掛に倚坐す
るスタイルをとる。墓主像に従う男性たちも、平壌周辺では介幘をかぶり、袍をまとうのに対
し、集安では折風をかぶり、短衣と袴を着るというように、墓主だけでなく周囲の人物も含め
て、双方の衣冠の規範は異なる。 
衣冠の相違の意味をさぐるにあたっては、平壌周辺における徳興里古墳壁画の墓誌において、
墓主が中国の官職体系の「幽州刺使」や「遼東太守」を名のっていることが注目される。その
衣冠は中国の遼東の袁台子壁画墓の墓主像とも共通し、孫機の研究を参照すれば魏晋代の中国
王朝の衣冠体系に準拠している。これに対して集安の衣冠は、『三国志』魏書高句麗伝の身分制
度に示された「大加、主簿」のかぶる「幘」に似た被り物が墓主像の冠と推察され、「小加」の
かぶる「折風」は従者の被り物に対応する。とくに従者の被り物に類似する考古遺物は、韓国
調査において百済、新羅地域で数多く出土している事例が確認され、中国ではなく朝鮮半島側
の規範、すなわち高句麗の規範に基づく衣冠と理解される。 
このように同じ高句麗古墳壁画における衣冠の相違という事実を歴史的にどう評価すべきか、
今後の検討が必要であるが、墓室壁画の伝播という観点から見ると、造形美術における風俗変
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換と評価すべき現象ではないかと考えている。 
平壌一帯が中国の衣冠体系を守っているのは、同地に前漢時代から 313 年に高句麗に滅ぼさ
れるまで中国の楽浪郡がおかれ、中国と密接な関係があったことが関係しており、同地域の壁
画墓誌に中国官職名が記され、墓主が中国からの亡命貴族と考えられることも、その一つの証
左になる。 
いっぽう、集安一帯は 427 年まで高句麗の首都である国内城がおかれた地域である。墓室の
構造や壁画の画題には平壌一帯との共通点が指摘されながらも、そこに描かれる人物の姿はこ
とごとく高句麗の風俗へと変えられたのは、墓室壁画という文化は受け入れながらも、その風
俗は高句麗の規範に従ったものと理解される。このような風俗変換ともいうべき現象は墓主、
従者だけでなく、墓主夫人、さらに家具や画面構成など、その他の画題においても類似する例
が指摘できそうであり、美術文化を受け入れる側による改変の結果として見ることができると
思われる。 
以上に述べたことは「墓葬美術における風俗変換」（『小此木輝之先生古稀記念論文集』（仮題）
2016刊行予定）で述べた内容と一部重なるが、このような比較研究は日本列島の埴輪をはじめと
する墓葬美術の理解にも新しい視点をもたらすことが予想され、今後さらに検討を進めていきた
いと考える。 
